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る 18年 1 拳 JI[ 

と に り スタートを迎える-ととなりま

化に があり、 か

います。

-こには、先人 ちの残し く眠っ ります。

力》 も、 ら` し

古代 と などは、

考える きなし、 と えるでしょう。

深 合併以前から、こうし

いりまし 、やむなく 免れない め し

まt}りました。

とめた

もの は、 じ ヽ

が検出さ し は、大き も

のと

もとより、 に対する る

いです。

から ま ヽ
るこ合 と り

まし に心より御礼申し上 ま

， 3月
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第1図塚東遺跡の範囲と飼査地点（縮尺1/5,000)
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発見された辿構と迫物

1号竪穴住居跡
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第3図 塚東遺跡1-2次調董全測図
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S8・・・・・ ・ 掘立柱建物跡

SK….... 土域
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第4図 塚東遺跡2次調董遺構配置図
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5
 

0) 

F-4-G-5グリッドに

3.32 mを測る。

。3、 4、 6,15 

士してし沼。

6号住居跡

F-4-G-5グリッドに位憤する，；:, 長軸 4.20

m, 短軸3.20mを淵I]るゥ、It憎がやや短し、台形の形
状を甘す。 5、7、15丹住居跡と切り合し叶関係を

有し、 5, 7・ 騎住居跡より古く、 15号住届跡より

新しいことが確認されている心

ぽ 11方位は、 N-40°-Eを9ドす口確認而から床

ml までの深さは 36cm であり、 J~~ill1 は平坦であるっ

ピットは、 5箇所で確認されてし Iる。

7
 

れてし渇）。

8号住居跡

4.24 mを置Uろ

はN

号と

、ロ

えられる。

9号住居跡

4.60 m 

7、8、10、11、14

を有すII 3, 号、 14号H:Ji月跡より新しく ,7

11号住J,1r跡よりi1i'しヽ ことが確認でき,,_,,:, 
J:: 専111方位は、 N-13G'''-Eであり、確認阿から
床面までの深さは S::!cmf!i! である

出L追物は、 lJ復h器杯、甕、台付甕、須息翡:f杯、
皿 i謁台付皿、 1111;台付椀、ロク L了L.師器、;Pl釜、灰
柚陶器等がある。

混入したと思われる追物もあるが、」；：削喝・須忠

器坪・犀Ii台付椀等の様相からみて9111:紀後*''代と考

えられる。

-8-



し肝迫；wへi;
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且： 1 :; . ・;: 

t" る ー_t34cm iこオっt::_り

臭I 鼻:Jiな:J;, .,, fこ，

し＼’しi

！立を打し、

］！札h! :, : .t、

は30c・1を

> le

10号住居跡

F-5グリソトに位liりする。ぺ,'L2. 80 m、

2. 12 mを鼎lろC'鼻!JC"if : よ 、:.i):,:, 7~, 1'する0'.ヽ，

'.-l月. 16 :: {, Ht.::'JJりこ「しヽ 1臼，';i'す，：）

れの仕屈跡より— しし、ことか叫` 心

l囀［方｛立は、"~- 95°-Eであろ
さは、 20cm; _, う

カマトは. ' }'1予されて,,¥ ,: う り［ぎ

である C '• ヽJl:lllii. 1「：べ',':(,!):) ;J1.・ こ＇

り、長さ 80cmである。奸道は、」、さ 20cm胄かい

出された

:H. l心
カ、あり

認cm、

るが、

t I ..'JUへ. ! ; ! . + 
I' 八ど，'·~'ぅれる。

• 亡、コクロ，

，り\•!, , (f,: ::,'', 1!1]7J 

i?:'' 鴫ん' ';_ ,7、'-tc:' 
予し）

14号住居跡

F~G-5 

! .Ii 2 "/2 1・

l i ; ; j I 

しヽことカン

じ)j i・' 

切;)合し

と考えられる。

t (!;!1;: .'::、）

ており．

る2

ると 11

'ヽ,}
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11号住居跡

ト ~···C-5;'.71)j 卜J に{,;_i占する" h 1,l 3. GO m、

f'! ,ji翡3.28mを，罰る 1了•面形は、」_;____);][うに近し、:,9 :,, 

!4~Hi=liり跡と 4ら，, ,"rしl関係を仁する。 9り、 J4
より新しいことが怖認されてし＼

: 1l1i!i/i iりは、、、! 92"・・・・・・Eであご'
0iよ、 32cml、,..、みる。

カマドは、彗ー 構築されてし）る'"

74cm柑てある c・ ・, r(t部は皿状ロ―

り、長さ 90cmてあな煙追ばにさ？〇,_

；しされた，•9

i，りl辿物は、ロクロ I:ゑ..,. ""ヽ

呂十している ~-; の切り合いが

混入追物もあると名えられる 0 {・~- -月よ、

らのである力＇、 炉ぎかIJI,、ものも：' ,, りな占め,:,-= 
どガヽら、 10 111門 ， ＇以愉： ()) こ・:;;;_ら;)j_ ;::, C 

ロクロ1-.rw乳：』(?,:;ょ、これら，、::t¥:くものてある-
とから、 H:J:i"l払Jfの．『期につしヽ ては、 !O 担紀前 •i・カ 9

ら中頃の年代を想定したい。
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l釘からの深

-_, 08 m、

'「'
i!,'I' 

12号住居跡

F-4-5グリッドに位訊する。長軸 4.30 m. 

短軸（現存長） 1.32 mを測る。平面形は長）!f形と

推定すろ。他の住居跡との切り合い関係はない。

は、 N-92°-Eである C !J桐忍l山からの

深さは 20cmである。

カマトは、東壁に構築されている心焚き口

92cm、燃焼部は長さ 96cmであり｀やや傾斜を有

.',:_, . 
、ふ芍― 110・-wごあろ 3 犀` 、` カ

をア沼↑関する.)(;'4鸞定ごれる( l住穴

さh・-::しヽる こC)(i ; 1: J) V'.1 : C ; 1 1,1:' 

'!"i¥l! :、:'.',i'. て• し);'._ ; /::.、カ_.. ,、 ii'j一，，｝．．＿

J ふ:UHこヽれて：心＼ら、

カマトは、 打亨に椙互され・,:tヽる(!焚ぎ LJ

は、 50cm程であり、燃焼部は比較的平姐で、長さ

70cm村が検出ごれている。頼且氾())艮さは 24cm

る，袖の一部 (II酋仄渇色f:}か、カマド両脇に

出されている

tB.・t遺物は、 K師樹、須恵器が豊
いる，特に湖西所と推定さ

身の出tは注Hできる'住居跡の
ら7

らも

9
,
 

~' 
とIJ
 
、°,l
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中での切り合いてあろうり

、 9世

1号湛

2.16 m、

N -45" 

、坪≫

これら

えられる。

18号住居跡

F-5-6グリッドし

切り合いi対係を有し、

れてしヽ る。長軸2、52m、

はN-55°-Eである。

19 

F-6クリッドに

コーナー付近は｀やや丸みがあり、ピットが確認

されてしヽる。規模、屯軸等は不明である，.11 l.1:. 遺物
は検出できなかった。

1号掘立柱建物跡

F-6グリッドに位『9する,,,tfiff" 3 l!lf X梁u21m
の規模を有す"~'t間は、桁行・梁行ともに 2.4 m 

間である。想定される床面積は34.56 ni'である。柱
は、抜き取られてし、る痕跡が確認されてしヽる。 J.:軸
方位は N-55"-Eを示す心

ー

し＼

'c 

2 

F-6グリッドに位質する心 l 糾•、 3号I:'..塙と切

り合しIr関係を打し' l け、 3 乃I·.~廣より rりし》こと
が確認されてしヽ Zぃ規模は、長111~1・！•（現存長） LOO 

m、短軸 76cmを讃11る形状は桁円形を堪する。主

軸）ゲ位はN-22",,-Wである:,Ii籠認面からの深さは

10cmであり、底而はHll状をJlする}

3号土隕

F-6グリッドに位liltする,2月・L堀と切り合し、

関係を有し、 2号l靡より新しし＼ことが確認されて

-10-
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しヽる。規校は、長軋Ir64cm. 

而形は、円形に近し

麦）り、 Ii~ 江創はUll状を

軸 60cmであり、平

1i:11からの深さは lO crnで

4号土塙

F-6グリットに

より れている。

60cmであり`

までの深さは、

10cmである。

5号土曜

F-6グリッド

係を打し、 4

し〉る。規悦は、

しいことか怖認されて

60cmであり、平

までの深さは、

7号土堀

80cmであハ

ほぼlサI」であり、

ほ

ら

10cmである。

9号士颯

F-7グリット

ぴてt'るた

（よ、

-

）

 

4

i

 

6号土眼

F-6グリッドに る。 は、 56cm、

60cmであり、

らの深さは 22cmを測る。
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第5図 1号住居跡
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47.80m 

ーぷ
i号住居跡カマド土疇躁郷I
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焼七プロ
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第6図 1号住居跡カマド
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炭化物集中地点
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